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研究成果の概要（和文）： 

 第二言語としての日英語間相互の韻律習得の問題を検証した。日本語話者の英語発話では、

強勢の有無と母音の質の習得が上級者でも不完全である例が多かった。英語話者の日本語発話

では、語アクセントとピッチおよびモーラ長に相関関係がみられる話者が多く、またフレーズ

発話時にも語アクセントを用いるため、フレーズ全体でダウンステップ現象が起き、語の平板

化現象が顕著な日本語話者のフレーズイントネーションとの違いが際立った。 

研究成果の概要（英文）： 
  This study investigated acquisition of second language prosody between Japanese and 

English. In Japanese speakers’ English utterances, most Japanese speakers did not reduce 

vowels in unstressed syllables. However, for English speakers' utterances in Japanese 

there was a tendency for accented vowels to be longer as well as higher pitched. English 

speakers also showed a clear tendency to use word accents in a phrase, which caused 

downstep. This phrase intonation was distinctly different from Japanese phrase intonation 

by native Japanese speakers; especially when a phrase consisted of all non-accented words 

whose phrase intonation simply showed natural declination. 
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１．研究開始当初の背景 
本研究は、母語(L1)のどの韻律特性が

どのように第二言語(L2)＝ターゲットラ
ンゲージ(TL)に影響を与えるかを音響的
に検証し、また TLの韻律を達成するため
に、話者がどのような方法を採るかを調
査研究したものである。韻律構造及びそ
の音声特性が異なる日本語と英語間の韻
律習得を研究対象とした。英語話者と日
本語話者が、TL発話時に、母語の語アク
セントに伴う音響特性を TLでも使うか、
一部のみ用いるのか、切り離して TLの語
アクセントの音響特性に切り替えられる
のかを調査し、あわせて、語・フレーズ・
散文音読等、異なる音韻単位における韻
律の習得を検証したものである。   
 いわゆる外国語アクセントといわれる
ものは、音素レベルのもの、単語レベル
のもの、フレーズレベルのもの等、様々
な音韻単位で起こるが、先行研究による
と、母語話者の評価は音素の音質そのも
のよりも、発話リズムなど、韻律面の正
確さに対する評価のほうが高い。また、
韻律制御は、知覚上は差がなくても、言
語により口唇や舌などの調音器官をつか
さどる筋肉の制御など、聴覚器官の繊細
な動きには違いがあることが分かってい
る。これらの結果を踏まえ、本研究は第
二言語音声の習得上重要な韻律の習得過
程および問題の特定、許容される韻律達
成のための話者のストラテジーを中心に
考察を行った。英語話者と日本語話者が
母語の韻律特性をどう表現し、TLではど
のような問題を抱え、それをどう解決す
るべく努力しているのか、英語話者・日
本語話者の L1・L2 双方の生成面を中心
に考察し、その結果を基に、第二言語の
韻律習得の過程を検証した。  

 
２．研究の目的 
 本研究の目的は以下の四項目である。 
① 英語話者および日本語発話の発話リズ
ムの特性 

② 英語と日本語の語アクセントの音響特
性とターゲットランゲージのアクセン
トへの影響 

③ 英語話者と日本語話者のターゲットラ
ンゲージ発話における韻律制御のスト
ラテジー 

④ 異なる音韻単位における韻律の習得 

①では、英語話者と日本語話者がそれ
ぞれ母語の発話において、韻律、特に発
話リズムと語アクセントをどのように表
現しているか、音響的に検証した。その
上で、英語話者・日本語話者が双方の TL
の韻律特性をどう表しているかの音響的
考察をした。まず発話リズムに関しては、
既に先行研究で、日本語はモーラ(拍）を
基本単位としたリズムを持つこと、モー
ラ長は語アクセントの有無に殆ど影響さ
れないこと, 語アクセントは主にアクセ
ント核の母音から次の母音にかけての基
本周波数(F0)の変化のみで表しているこ
とが判明している。一方、英語では、語
アクセントの有無の判断は、母音長、F0、
母音の総音圧、母音の最高音圧全てを総
合的に判定材料としている。これらの先
行研究を踏まえ、日本語と英語の語アク
セントの音響特性を確認した。 
 ②では、英語と日本語における語アク
セントの音響特性が、どの程度 TL の発話
に影響を及ぼしているか検証した。アク
セントの有無と母音の強度との関係では、
日本語では基本的にアクセントはピッチ
のみであらわされるが、強勢言語の英語
ではストレスと母音の音圧、ピッチ、継
続時間は密接に関連している。これら英
語と日本語の語アクセントに伴う音響特
性のTLの語アクセントへの影響を調査し、
(a) 習得が困難な韻律特性と(b) L1 から
L2 に影響しやすい特性を特定した。 
 ③では、韻律特性のうち(ア)意思の疎通
に不可欠でコミュニケーションに差し障
る特性と(イ) 不可欠ではないがいわゆる
外国語アクセントとして知覚される特性
とに分類し、特に(ア)のコミュニケーショ
ンにとって重要な TL の音響特性を、日・
英語双方の話者が TL においてどのように
達成しようとしているのか探った。習得が
困難な音響特性がコミュニケーションに
重要である場合、習得可能な音響特性をど
のように使い、TL の韻律を達成している
のかを考察した。特に、日本語話者にとっ
ての母音の強度や母音の継続時間といっ
た語アクセントにほとんど影響を与えな
いと見られる特性、また英語話者にとって
アクセントの知覚に絶対不可欠な母音の
音圧、継続時間、F0 といった特性のうち、
どの特性がL1からTLに移行されるか考察。
アクセントの習得には知覚・生成の双方が



大切だが、日・英語話者は TL の韻律習得
の過程で、どの音響特性の習得が問題なく
行われ、どの特性の習得が難しいのかを検
証。母語に共通のストラテジーが存在する
のか、個々の話者が異なる方法をとるのか
を考察した。   
④では、音韻単位別の韻律特性の習得

を調査する。本研究では、(i) 単語、(ii) 
フレーズ、(iii)散文、の三つのレベルで、
英語話者の日本語と日本語話者の英語の
韻律がどのように変化するか調査し、ま
た同じ話者の母語の発話と比較する。先
行研究では、英語話者は上級話者でも語
アクセント位置を間違う率が高く
(45.4%)、特にアクセント核を持たない平
板型アクセントができないことが分かっ
ているが、単語におけるアクセントとフ
レーズのイントネーションとの関係も考
察する。 
これらの結果を基に、L2 日・英語発話
の韻律特性を解明する。 

 
３．研究の方法 
英語と日本語は韻律体系が異なるが、語
アクセントが置かれた音節の音響特性は
著しく異なる。本研究ではまず、(1)日本
語話者および英語話者がそれぞれの母語
の韻律を音響的にどう表しているか、(2) 
(1)の音響特性のうち、双方のターゲット
ランゲージ(TL)に影響が現れるものはど
れか、またどのように現れるのか、を検
証した。 
 被験者として以下の英語母語話者と日
本語母語話者 20～25 名の英語と日本語
の発話を録音した。 
英語話者： 
・アメリカ英語話者（カンザス州立大学
学生。全員日本留学経験者） 
・オーストラリア英語話者（グリフィス
大学学部生。全員日本留学経験者） 
・日本語話者：  
 早稲田大学国際教養学部学生。（関東方
言話者。全員英語圏で何年か初等・中等
教育を受けたか、大学での留学経験者）   
日本語話者、英語話者のいずれも、中
～上級話者を被験者としたのは、初級学
習者に見られる非流暢さから起こる発話
生成の問題を排除し、純粋に L2 に反映さ
れる L1 の音韻特性を調査するためであ
る。 
テスト語およびテストフレーズは、ア
クセント位置、アクセントの有無の異な
る日本語と英語の対語を、(1) 枠文には
めたもの（これは テスト語 と言いま
す）, (2)テスト語を含むフレーズ、およ
び(3)散文（「北風と太陽」と’The North 
Wind and the Sun’）の朗読からなる。 

(例)日本語 
(i) アクセントの位置 
第一音節 vs.第二音節： 
例）傘-嵩,神-紙, 足袋-旅, 鑿-蚤 

(ii) アクセントの有無 
第一音節 vs. 平板 
例）鎌-釜, 亀-瓶,華美-黴, 二時-虹          

(ii) フレーズ 
a.全単語にアクセント有 
稲を鎌で刈る  
静かに神に祈る   
きれいな緑の亀の甲 
b.全単語が平板型アクセント 
熱い釜を開ける    
ちがう嵩のうつわ 
茶色の瓶を埋めた  等 

 アクセントを有するテスト語を使った
フレーズ(iii-a)の例文は、すべてアクセン
ト核を有する単語で構成されており、ア
クセントがないテスト語を使った文
(iii-b)は、すべてアクセント核を有しない
平板型の単語で構成されている。 
同じく、英語も実在の単語でアクセン

トの位置により意味の異なる 2 音節語を  
(1)枠文‘I say  test word  now’には
めたもの、(2) テスト語を含む自然なフ
レーズ, と(3)物語の音読、を録音する。
日・英語とも母音の F0 への影響を少なく
するため、対語を用いた。 

(i)英語テスト語例 
•contract - con•tract,  •differ - de•fer  
•decrease -de•crease,  •permit - per•mit 
•subject - sub•ject     等 

(ii) 英語フレーズ例 
He is a •subject of the experiment.   
He will sub•ject Mary to great suffering.  
The two reviews •differ in length. 
I may de•fer some decisions. 
He signed a new •contract some days ago.  
The economy will con•tract next year.   
等 

単語の録音データは(a) 母音長、(b) 
モーラ/音節長、(c)各母音の最高音圧/
平均音圧、(d)F0、および(e)母音の第一・
第二フォルマントを測定した。フレーズ
および「北風と太陽/The North Wind and 
the Sun」の朗読は、(a)フレーズの区切
り方、（b）語アクセントおよびフレーズ
アクセントの有無、（c）アクセント核の
位置、（d）アクセント核での F0 の変化、
（e）発話のピッチ領域、の測定を行った。 
 データの分析の結果を踏まえて、英語
話者と日本語話者の TL における韻律習
得の過程を検証し、話者が韻律の問題克
服のためにどのような対処をしているの



かを考察した。 
４．研究成果 
 今回は日本語話者、英語話者のいずれも、
初級学習者ではない、留学または在住経験の
ある中～上級話者を被験者としたことで、初
級学習者に見られる非流暢さから起こる発
話の問題は少なかったが、反面ターゲット語
に現れる母語の韻律の根本的な特性をより
明らかにすることができた。 
 まず、英語話者の日本語発話においては、
単語レベルでは、英語話者はアクセントが置
かれない平板型の日本語の単語を、アクセン
トを置いて発音し、単語という小さい音韻単
位においても、アクセント核を持たない発話
は難しいことが確認された。したがって、平
板型アクセントのテスト語は分析から除外
し、第一音節にアクセントが置かれる語と第
二音節にアクセントが置かれる語のみを対
称に、データの分析を行った。比較の対象と
して分析をした日本語母語話者の日本語発
話においては、多くの先行研究が示している
とおり、アクセントの有無がアクセント核の
母音の継続時間、音圧、第一・第二フォルマ
ント等に与える有意な差は見られなかった
が、アクセントから後続モーラにかけて、ピ
ッチ（F0）には大きな変化が見られた。英語
話者の日本語発話においては、ピッチと母音
の継続時間に特徴が見られた。一般的に英語
話者は、アクセントが置かれたモーラの母音
を明らかに長く発音する傾向があり、またア
クセント具現化に伴うピッチの増幅が日本
語母語話者のピッチの増加に比べて大きく
なる話者が目立った。この現象は特に、語ア
クセントを意識して、正しい位置に語アクセ
ントを置こうと努力をしている話者に特に
顕著に見られた。この結果として、英語話者
は日本語発話時にも、英語のフットリズムの
強勢アクセントを使い、日本語のモーラリズ
ムにはなっていない被験者が多かった。 
英語話者被験者のうち、特に日本語が流暢

な話者の語アクセントの具現化には、大別し
て二つの傾向が見られた。まず、日本語の語
アクセントに日本語母語話者や英語話者本
人の英語発話時と比べて、ピッチの上げ幅が
極端に高い話者がいた。これらの話者は、他
の英語話者とは異なり、ピッチが上昇しても、
それに伴い母音長も長くなることはなく、モ
ーラ長の制御はほぼ日本語母語話者のもの
に近い。つまり、これらの話者は発話時にご
アクセントの位置を優先し、またピッチの制
御を母音長とは切り離して使うことができ
ると思われる。また別のタイプの話者は、日
本語の語アクセントを表すのにピッチはま
ったく用いていなかった（図１b）。 
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図１(a) 英語話者の「これは紙のです」の 
ピッチ曲線（紙は第二モーラにアクセント） 
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図１(b) 日本語母語話者の「これは紙ので
す」のピッチ曲線（紙は第二モーラにアクセ
ント） 
 
おそらくこのグループの話者は、モーラリ
ズムを優先し、母音長を制御することを第一
とし、日本語を発話しているのであると思わ
れる。また語アクセントを具現化するにあた
りピッチと母音長の相関関係を無意識に自
覚しており、モーラ長制御のためにピッチ幅
を意識的に押さえているのだと思われる。 
一方、日本語話者の英語発話に関しては、
語ストレスの具現化において、母音の継続時
間、ピッチ、音圧には、英語話者と比べて特
に有意な差は見られなかった。これは、他の
研究の結果とは異なる。理由として、本研究
では英語圏での在住経験のある、比較的英語
が流暢な学生を被験者としたことが挙げら
れよう。しかし、これら英語が流暢な被験者
であっても、英語母語話者の発話とは明らか
に異なったのは、母音の質である。音韻環境
と音素が同じで、ストレスの有無のみが異な
る母音の第一・第二フォルマントを測定した
結果では、英語母語話者は明らかにストレス
の有無による母音の音質に差がみられ、スト
レスがない母音には弱化現象が起きていた
（図２(b)）。しかし日本語話者の発話では、
ストレスが置かれない音節の母音は音圧は
低くなるものの、母音の質には特に顕著な差
が見られなかった（図２(a)）。ストレスの置
かれていない音節でも音質的には強母音を
単に弱く発音しているに過ぎない話者が多
いことがわかった。また、一部の話者は英語
の音節の分析に、明らか日本語の音節または
モーラの構造を当てはめているらしい。単語
の発話実験で、英語で子音の連鎖が起きる環



境で（例：subject, increase 等）、これら
の子音の連鎖の間に母音を挿入した日本語
話者が４名いた。これらの話者は英語の発話
は流暢であるが、単語レベルでこのような間
違いが生じるということは、根本的な韻律の
習得において、第一言語の音節構造、ひいて
はリズムを第二言語に適用していることが
わかる。音節構造は母語話者の直感にかかわ
る問題であるので、第二言語において、習得
が難しいもののひとつであることがわかっ
た。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 2 (a) 日本語話者の contract の第一音

節の母音（下線部）の F1 & F2  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 2 (b) 英語母語話者の contract の第一音 
節の母音（下線部）の F1 & F2 

 フレーズレベルでの習得に関して、日本語
母語話者の日本語発話では、単語、複合語、
フレーズ等、異なる音韻単位ごとにそれぞれ
のアクセント規則が適用され、単語のレベル
ではあらわれていた語彙アクセントは、フレ
ーズレベルではフレーズアクセント規則が
適応され、語アクセントは複合語アクセント
規則が適応され異なる位置に移動するか、フ
レーズ全体のイントネーションとして、アク
セントフレーズごとにアクセントが現れる
のが一般的なイントネーションであるが、英
語話者の日本語発話では、アクセントの起き
る音韻単位が日本語母語話者の日本語発話
での単位よりも小さく、話者によっては各単
語ごとにアクセントが現れ、極端な話者では、
「私は」の「は」、「風邪を」の「を」など、
助詞一つ一つがアクセントフレーズを形成

する例も少なからずみられた（図３b）。この
現象は英語話者の日本語発話に極端なダウ
ンステップを引き起こす原因となっている
と思われる。 

 

 

 

 
 
図３(a) 日本語母語話者の全語平板型からな
るフレーズのイントネーション 
 

 

 

 

 
 
図３(b) 英語話者の全語平板型からなるフレ
ーズのイントネーション 

これは、最近日本語で浸透している単語レ
ベルの平板化現象によりフレーズレベルで
ダウンステップが引き起こされないのと逆
の現象であり、英語話者の日本語発話が英語
訛りと認識される原因の一つであると思わ
れる。ある韻律単位の現象が、別の韻律単位
の現象の原因となる一例といえよう。 
最後に方言による第二言語への韻律の影
響に関しては、英アメリカ英語話者とオース
トラリア英語話者のデータを収集したが、両
方言間で日本語の韻律に関しては特に顕著
な差は見られなかった。明らかに音韻体系や
韻律制御が異なる、いわゆる社会言語学で呼
ばれるところの Outer Circle に属する英語
方言話者の日本語の発話を調査すれば、第二
言語への第一言語の影響が明らかになる可
能性があるが、これは今後の研究課題とした
い。 
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